
留学生をめぐる現状と当会
の取り組み

　現在、日本に在籍する留学生が
そのまま日本国内で就職する割合は
約２割に過ぎず、さらに、その就職
先を地域別に見ると約半数が東京
で、大阪は１割にも満たない状況で
ある。一方で、グローバルに事業を
展開している企業からは、即戦力と
なる留学生に、日本・関西で就職し
てもらいたいとの声があがっている。
　そこで、当会では、2011年10月、
労働政策委員会・人材育成専門委
員会の下に「グローバル人材活用
研究会」を設置し、産学官協働に
よる留学生の就業支援の強化に向
けて検討を重ねてきた。そのなかで、
留学生と企業が交流する機会が不
足しており、特に、技術力のある中
堅・中小企業の魅力などの情報が
留学生にうまく伝わっていないこと
や、留学生がインターンシップや企
業説明会に参加しても、春の一括
採用が多くを占める日本の採用慣行
そのものが留学生に十分に認知さ
れていないため、就職活動に乗り遅
れてしまう、といった課題が明らか
になった。
　これらの課題解決策として、留学
生に対する日本語や日本文化の習
得から、インターンシップ、合同企
業説明会への参加など、留学生が

関西の大学に入学してから卒業、就
職に至るまでの一貫したプログラム
を用意する必要があるとの結論に
至った。

グローバル人材活用運営協
議会の設立

　そこで、留学生が関西で学び、
関西で就職できる仕組みを構築す
るため、「グローバル人材活用運営
協議会」（以下、協議会）を設立し
た（図１)。
　６月20日（木）開催の設立総会で
は、グローバル人材育成・活用委
員会の竹本正道委員長（日東電工相
談役）が会長に選出され、副会長に

は、神戸大学の藤田誠一理事、副
学長と立命館の小木裕文副総長の
２名が就任した。
　竹本会長は、「留学生を就職させ
たいという思いは産学官、皆同じで
ある。この協議会は、その思いをつ
なぐ役割を担っていきたい」との抱
負を語った。
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「グローバル人材活用運営協議会」を設立
関経連は、留学生の就業支援に取り組んでいる経済団体等、大学、大学コンソーシアム＊、行政機関とともに、
産学官協働による「グローバル人材活用運営協議会」を６月20日（木）に設立した。当協議会は、2011年10月
に労働政策委員会・人材育成専門委員会の下に設置した「グローバル人材活用研究会」での議論をふまえ設
立したもの。今後、留学生が関西で学び、関西で就職できる一貫した事業に、産学官で取り組んでいく。
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〈図１ 協議会の組織・体制〉

設立総会の様子
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今後の展開

■協議会が取り組む事業の概要

　協議会は、以下の５つを事業の柱
に掲げている。これらの活動を通じ
て、関西における留学生数の拡大と
留学生の就業者数の拡大につなげ、
関西経済の発展に貢献する（図2）。
①留学生の日本語および日本の生活

習慣習得のための低学年次からの

支援

　日本で生活、就職するにあたって
は最低限必要な語学力を身につける
必要がある。そのため、日本漢字能
力検定協会が通常実施する年２回
(６月、11月)のテストとは別に、低学
年次の留学生を対象にしたビジネス
日本語テストを開催し、日本語能力
を向上させるための機会を提供す
る。また、日本特有の就職活動の慣
習や日本的雇用慣行に関する理解を
促進させるため、留学生ＯＢ・ＯＧ
との交流会を開催する。

②セミナー・産学交流会を通じた留

学生と企業の出会いの場の提供

　中堅・中小企業の現場見学会の開
催、企業と留学生の出会いの場の提
供、そして、インターンシップなど
の次のステップへつなげる「産学交
流会」を実施する。また、今後留学
生の採用を考えている企業を対象に
した企業事例報告会等を開催し、受
入れ企業のすそ野の拡大に取り組む。
③インターンシップを通じた留学生

と企業のマッチング支援

　日本企業への就職に対する留学
生の理解や、留学生と企業の相互
理解を深めるため、インターンシッ
プの受入れ企業の拡大に努める。ま
た、採用も想定した有償インターン
シップにも取り組む。さらに、合同
企業説明会と面接会を開催し、未
内定の留学生を対象にマッチングの
機会を提供する。
④日本企業に就職した留学生の定着

支援

　留学生ＯＢ・ＯＧ同窓会を創設し、

留学生が就職した後、定期的な交
流の場を提供することをめざす。
⑤Facebookによる事業周知と留学

生と企業とのネットワークづくり

　協議会が実施するさまざまな取り
組みを留学生に周知する方法とし
て、ソーシャル・ネットワーキング・
サービスの一つFacebookを活用
し、留学生同士のネットワークを構
築するとともに、企業とのコミュニ
ケーションをはかる場を提供する。
(協議会公式ページ→https://www.
facebook.com/global.kansai)
■事業の認知度向上に向けて

　現在、協議会のシンボルマークを
学生から募集中である。シンボル
マークにより、事業の一体感を高め
るとともに効果的な周知に取り組ん
でいく。　　(労働政策部 三浦正博)

＊大学コンソーシアム
大学教育に対する社会の期待や学生のニーズの多
様化に対応するため、大学間の相互連携を深める
ことを目的に構成された団体。その事業例としては、
加盟大学間での単位互換制度の導入や、インター
ンシップの派遣先の調整などがある。

日本語能力の向上、日本特有の就職活動の理解…❶
日本企業を知る機会や企業と交流する機会の活用…❷
インターンシップを通じた職場体験…❸
合同企業説明会や面接会によるマッチング機会の活用…❸
日本企業への定着…❹

事例報告会等の開催による留学生受入れの基礎学習…❷
産学交流会を通じた留学生との出会いの場の活用…❷
企業見学会を通じた企業ＰＲと留学生との交流…❷
インターンシップを通じた留学生への理解の促進…❸
合同企業説明会・面接会による採用機会の活用…❸

留学生から見た事業の流れ 企業から見た事業の流れ

１年目 2年目 3年目 4年目 就職

ビジネス日本語テストの開催

留学生ＯＢ・ＯＧとの交流

企業見学会の開催

産学交流会の開催

インターンシップ受入れ企業の拡大

有償インターンシップの活用

合同企業説明会・面接会の開催

Facebook による事業周知とネットワークづくり

留学生ＯＢ・ＯＧ同窓会の活用

留学生採用
企業の事例報告会

❶

❷

❸

❹
❺

〈図2 留学生の入学から卒業、就職以後にかけて提供する事業の流れ〉


